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１月第１例会（新年例会） 
日時：１月１５日（土）午後６時～ 

場所：コロナの感染拡大を受けて急遽、ＺＯＯＭによる

開催とする 

内容：「今年の願い（抱負）」を語ろう!! 

司会：河野順子会長

 

開会点鍾・挨拶          会長 河野 順子 

ワイズ斉唱     「いざたて」 

ワイズの信条 

聖書朗読・祈祷          副会長 村田 榮 

メンバーによるスピーチ 

今年の願い（抱負） 

ＹＭＣＡ報告         担当主事 平山 雄大 

ワイズ報告            会長 河野 順子 

ＹＭＣＡの歌 

閉会点鐘・挨拶          会長 河野 順子 

今月の聖句 

思い上がることのないようにと、わたしの見に一つのと

げが与えられた。（中略）なぜなら、わたしはは弱いと

きにこそ強いからです。  コリント二１２：７－１０ 

那須ワイズメンズク

那須クラブ会長 主題 

地域につなげ那須ワイズ Ⅲ 
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NETWORK NASU 
ＣＨＡＲＴＥＲＥＤ  １９９５ 

２０２１～２０２２年度  №２６５ 

強調月間：ＥＦ 

Week ４ You 

    

１ 月報 

連絡先：那須ＹＭＣＡ 〒320-0041 宇都宮市松原 2-7-42 （とちぎYMCA内） TEL 028-624-2546  FAX 028-624-248 

・２月第２例会（役員会） 

日時：１月２８日（木）午後４時３０分から 

場所：田村副会長宅・ＺＯＯＭにて開催 

 

・２月第１例会（ユースリーダー報告会） 

日時：未定 

詳細については、未定 

１２月例会データー（出席率：１００％） 
在籍者 ８名（内 功労会員1名） 

出席者 ７名 メネット２名、ゲスト３１名 

 

 

１月 Happy Birthday 
１/７  藤生 容子メネット 

１/１４ 藤生 強メン 

 

クラブ役員 
会 長 ：河 野 順 子 
副会長 ：村 田  榮・田 村 修 也 
書 記 ：藤 生  強 
会 計 ：村 田  榮・鈴 木 保 江 
担当主事：平 山 雄 大 
ブリテン：田 村 修 也・村 田  榮 

２０２１～２０２２年度 主題 
国際会長：(ＩＰ) サム・サンテェ(韓国） 

「世界とともにワイズメン」 

アジア太平洋地域会長：(ＡＰ） 大野 勉(神戸ポート) 

「１００年を超えて変革しよう」 

東日本区理事：（ＲＤ） 大久保 知宏（宇都宮） 

「私たちは次の世代のために何ができるのか？」

北東部長： 南澤 一右（仙台青葉城） 

「変化を楽しみながら新生北東部を創ろう！」
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巻 頭 言 
副会長 田村 修也 

新しく加えられた２０２２年の歩の上に、主の祝福豊かにありますようお祈りいたします。 
加藤常昭著の本に「神の道とクロスするところに」という一文があります。「神学者ディートリッヒ・ボ

ンヘッファーが、英国で牧師をしていたときの説教がある。『人間の心は自分の道を計画する。主が一歩

一歩を備えてくださる』（箴言１６章９節）。このみ言葉について語った。自分がひとりで計画し、切り

拓いたと思い込んでいる道は、実は、主なる神が、その一歩一歩を備えてくださったものである。そのこ

とに気づくときが来る。それは、私たちの道が神の道と交わるとき、クロスするときである。そこでボン

ヘッファーは言ったのである。「神の道が私たちの道とクロスする（交差する）ところ、そこにキリスト

のクロス（十字架）がある」。十字架において神と出会い、神の道と自分の道が交差するところで、私た

ちは、自分で計画して歩いてきたのだと思い込んでいた傲慢に気づき、敗北を味わい、神の勝利を知る。

そうなれば、一度交差して、その後はまた別の道というのではなく、神の備えてくださった、道として知

った自分の道を、全く新しい、神の支配に従う思いで歩き始める。この様な交差点を持つ人生は祝福され

る」。というものです。私のワイズ・ＹＭＣＡとの出会いも、遡ってみれば、忘れもしない１９５９年８

月１４日から１６日迄、日光の梅屋敷という旅館で開催された栃木地区青年部の夏期修養会に参加したこ

とでした。サマーレトリート、サマーキャンプと言っていました。そのメインプログラムである分団協議

で司会担当者が原田時近兄、諏訪治雄兄、十河 弘兄、そして増山姉でした。増山姉は増山瑞比古兄の姉

妹でした。この時の強烈な出会いが、栃木地区青年部の活動を通して醸成され、栃木県にＹＭＣＡをとい

う運動が始まり、１９７８年４月５日の宇都宮ＹＭＣＡの発会式へ、そして、翌年の１９７９年５月１３

日の宇都宮ワイズメンズクラブ・チャーターナイトへと発展し、今日に至るまで、原田さん、諏訪さん、

十河さん、増山さんと共に、ＹＭＣＡ会員、そして、ワイズメンとして活動してくることが出来ました。

原田さんは栃木県における初めてのＹＭＣＡの設立準備会で名称を決める会議の中で、栃木県全域を活動

のエリヤとするのだからと「とちぎＹＭＣＡ」の名称を強力に主張しました。結果として宇都宮ＹＭＣＡ

になりましたが現在では「とちぎＹＭＣＡ」になっています。原田さんはＹＭＣＡにおきましては、設立

準備委員、初代理事、監事、常議員、そして２０１２年からは名誉理事として青少年の育成に献身的に奉

仕されました。特に、ＹＭＣＡ設立５周年記念事業の塩谷キャンプ場管理委員会では、委員長として町有

地の払下げからつり橋、炊事場、集会場、トイレ・シャワー、自家水道、浄化槽等必要な設備を整えて、

理想としたキャンプ場の設立に尽力しました。原田さんは天に召されるまで、塩谷キャンプ場の将来に夢

を託していました。また、ワイズの納涼例会の会場をずっと提供して下さって、楽しい思い出を数えられ

ない程残していって下さいました。まさにあの１９５９年の８月は、私にはボンヘッファーの語るワイズ・

ＹＭＣＡとのクロスする時でした。増山さんも召され、原田さんも召されましたが、生涯現役を全うされ

ました。「若人のあつきいのりは百年の歴史をつづる」と歌われていますように、この祈りの活動を通し

て、どれだけの青少年が、このような出会い、交差点を持ち、祝福された人生を歩んで来ているか計り知

れません。この一年も「青少年のためにＹⅯＣＡにつくそう」の信条のもとに、一歩一歩新たな出会いを

期待して活動を進めて参りましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月例会（クリスマス礼拝・部長公式訪問・入会式）２０２１．１２．１１ 
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１２月第１例会報告 

報告者：藤生 強 書記 
日 時：１２月１１日（土）午後６時～ 

場 所：日本基督教団西那須野教会 

出席者：河野会長、田村副会長、村田副会長、藤生

書記、鈴木メン、張ウェリメン、平山担当主事、田

村メネット、藤生メネット、ゲスト：南澤北東部長、

ユースリーダー９名、養徳園９名、潘牧師、木村眞

喜子オルガニスト、赤坂聖園那須老人ホーム前施設

長、ギデオン３名、西那須野教会員６名 

内容：北東部長公式訪問、パイプオルガンによるキ

ャンドルサービス、入会式、パイプオルガンの演奏、

ギデオンによる聖書贈呈。 

恒例のクリ

スマス例会を、

日本キリスト

教団西那須野

教会の礼拝堂

を会場に行い

ました。今年は新型コロナウイルス新規感染者の状

況が落ち着いていることもあり、「養徳園」の子供

達や先生方、「聖園那須老人ホーム」の方、そして

那須ＹＭＣＡユースボランティアリーダーなどを

招待して、賑やかに開催することが出来ました。 

礼拝堂の換気を行い、なるべく間隔を空けて座り、

アルコール消毒やマスク着用など、感染対策に注意

を払いながら行いました。それでも参加者と交流を

深めるクリスマス祝会は飲食を伴うため、残念なが

ら昨年に引き続

き中止といたし

ました。 

初めに「例会

開会」を行いま

した。開会点鐘、

ワイズソングと続き、会長あいさつ、そして公式訪

問にて出席された南澤ワイズ北東部部長のあいさ

つを頂きました。 

引き続き第１部として

「キャンドルサービス」

を行いました。礼拝堂の

パイプオルガンの音色に

包まれながら、キャンド

ルに点火をして始まりました。讃美歌をキャンドル

の幻想的な灯りの中で歌い、そして西那須野教会潘

牧師から、『クリスマスは喜びと感謝の日である』

『クリスマスは、〝クリス（キリスト）〟と〝マス

（ミサ／礼拝）〟が合わさった言葉』『クリスマス

の本当のプレゼントは、神様が私たちに〝イエスキ

リストを贈ってくださった〟こと』『イエスに出会

ったことは、喜び・うれしさ・感謝・心強い』『皆

さんにイエスキリストに出会ってほしい』というク

リスマスメッセージを頂きました。 

引き続き、第２部

としてワイズ新メン

バーである張ウェリ

氏の「入会式」を行

いました。南澤北東

部部長にも立ち会っ

て頂き、そしてキャンドルサービスに参加された多

くの方にも見守られながら入会式を執り行いまし

た。 

最後に、パイプ

オルガンの演奏を

２曲聞きました。

パイプオルガンの

壮大な音色に、ク

リスマスを迎える幸せを感じることが出来ました。 

コロナ禍とは言え、多くの方が参加して開催するこ

とが出来た例会は、〝喜びに満ち溢れた〟クリスマ

ス例会となりました。 

 那須ワイズより、養徳園、那須聖園老人ホーム、

アジア学院にささやかなクリスマス献金をささげ

ました。 

 

１月第２例会（役員会）報告 

日 時：１２月２３日（金）午後４時～ 

場 所：ＺＯＯＭにて開催 

出席者：河野会長、田村副会長、村田副会長、平山

担当主事 

協議事項 

１．１２月第１例会について 

北東部長をはじめ多くのゲストを迎えられてよかっ

た。その中での入会式は、印象的であった。西那須

野教会では、週報で連絡をしていただきました。皆

様のご協力により、大変すばらしい例会が開催する

ことができ感謝です。 

２．１月第１例会について 

予定では新年例会であったが、原田明子メネットを

励ます会にしたいとの提案があり。日程等について

は、原田明子メネットの都合に合わせる。河野会長

が調整する。 

３．２月役員会（第２例会）について 
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１月２８日（金）午後４時３０分から、田村副会

長宅で行う。感染拡大があれば、ＺＯＯＭにて開催。 

４．２月例会について 

ユースリーダーの都合に合わせて行う。詳細につい

ては、２月役員会にて決める。平山担当主事が調整

を行う。 

５．１月号ブリテンについて 

１２月１６日に召天（帰天）された、原田時近ワイ

ズの追悼号とする。 

６．シイタケ昆布の購入について 

１月中旬ごろには購入するよう手配をする。 

 

ＹＭＣＡだより 

【とちぎＹＭＣＡ １２月の３Daysスクール・ワン

デイスキーが無事に終了しました！】 

１２月下旬にありました、music３Days・ワンデイ

スキーが予定通り実施され無事に終了いたしました。

今年は早い時期から寒かったこともあり雪がたくさ

ん降り、スキーレッスンに影響も無く無事にゲレン

デがオープンし、思う存分滑ることができました。 

music3Days では１日目にカホンという打楽器を

作り、２日目は３日目の音楽発表会に向けて衣装・

キャンドル作りや発表の練習を行い、最終日は手作

りカホンと衣装を身に着けてコンサートを行いまし

た。 

また、1月にも冬っこ３Daysやスキーキャンプに

向けて準備が進められています。子どもたちはプロ

グラムの中で有意義な時間を過ごし、普段は出来な

い体験をすることが出来ました。子どもだけでなく、

子どもたちと向き合うことでリーダーとして共に成

長することができました。 

【全国リーダー研修会の報告会を行います！】 

２０２２年１月２４日（月）１８：００よりＺＯ

ＯＭにて全国リーダー研修会の報告会が行われます。

今回の全リー研は１０月１７日～１１月２８日まで

１ケ月に渡り行われました。リーダーやＹＭＣＡの

ことはもちろんのこと、これからの人生で大切なこ

とや人としての学びが多い研修会となりました。 

 研修会に参加したリーダーがどのようなことを

学び、考え、悩んだか報告をさせて頂きます。参加

希望の方は平山までご連絡下さい。たくさんのご参

加お待ちしております。 

日時：２０２２年１月２４日(月)１８：００～ 

場所：ＺＯＯＭ（オンライン） 

【とちぎＹＭＣＡ・那須ＹＭＣＡの１月の予定】 

・１/４（火）～１/６（木）年始ウィンタープログ

ラムスタート 

冬っこ3Days＠さくらんぼ幼稚園・なす高原自然の家 

・鹿沼市自然体験交流センター 

・１/８（土）～１/９（日）那須チャレンジスキー

キャンプ＠なす高原自然の家・マウントジーンズ 

・１/８（土）～１/１０（月）那須エンジョイスキ

ーキャンプ＠なす高原自然の家・マウントジーンズ 

・１/１５（土）  サタデークラブ＠宇都宮動物園 

・１/２２（土）  サタデークラブ＠宇都宮動物園 

・１/２９（土）  サタデークラブ＠大沼公園（雪

遊び） 

・１/３０（土）  休眠預金事業 レッツ！雪遊び！

＠なす高原自然の家 

 

ユースリーダーのつぶやき 

 

 

 

 

お休みです 

 

編集後記 

・オミクロン株の超感染拡大により、活動がまた制

限されます。皆さんご注意ください。 

・年賀はがきの３等「お年玉切手シート」を集めて

おります。シートに変えて、村田まで。 

当選番号は、「５４、５０、０２」です。 

・わがクラブの愛してやまない、重鎮でした、原田

時近ワイズが１２月１６日に召天されました。次ペ

ージに思い出の一コマをまとめてみなした。明子さ

んの上に神様の慰めと平安がありますように祈りま

す。 

・できるだけ多くの方に原稿をお願いしたかったた

めに発行が遅くなりました。原稿を早く提出してく

ださった方々にはお詫びします。 

・盛り沢山の１２月例会でした。写真をもっと入れ

ても良いのですが、重たくなってしまいそうです。 

・後期の会費の納入をお願いします。 

 

 

１.名前（リーダー名）２.学校名３.出身地４.ＹＭＣＡ

に入ったきっかけは？５.思い出に残った活動とその理

由は？６.今後の進路は？７.ＹＭＣＡに一言 
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原田時近ワイズとの思い出 
 

原田時近さんに感謝          河野順子 

宇都宮ワイズメンズクラブの２０数年前のクリス

マス。「明治の館」で開かれました。当時１０歳前後

の娘二人を連れて参加させていただきました。 

その時、素敵なご夫妻に会いました。こども達に優

しく声をかけてくださった奥様（明子さん）の傍で

微笑んでいた時が初めての時近さんとの出会いでし

た。 

それから那須クラブでご一緒して沢山のお教えをい

ただきました。気があった（失礼なこと）と言いま

すか、「順子さん」と呼ばれ、奥様のことは「明子」

と呼ばれていましたのである日、「フェミニストの時

近さんは奥さんのことを『さん』づけでよびましょ

うよ」と私が言いましてから、私たちの前ではいつ

も「明子さん」と呼ばれていました。 

平和主義者でした。いっとき、ご自宅敷地にアウ

シュビッツ展を常設されていました。アウシュビッ

ツ時代のお話を何回か伺いました。必ず私見をまじ

え、その時のお顔は厳しいものでした。時近さんの

幼少期の辛い境遇（戦中･戦後）が垣間見えました。 

とちぎＹＭＣＡへの想いも半端ではなかったです。

特に、塩谷キャンプ場への愛情では大きな夢を持っ

ておられました。荒川川沿いであるキャンプ場の川

縁に桜の木を植えて、普通の桜では他の場所にも桜

の名所があるので、ここは八重桜にして春にはここ

の広場で家族が遊べるようにしたいとの夢でした。

明子さんから日頃伺っていたことは、「時近さんはい

つも少年のような夢を持っているのよ。その時の眼

は輝いているのよ」と伺っていました。 

コロナ拡大の直前、すでに時近さんは病が重く家

の中くらいしか歩けないかと思いましたが、那須ワ

イズメンバーが塩谷キャンプ場整備に行くことをお

知らせしたとき、細い脚に脚絆を巻き一緒に行くと

言うことでした。ふらふらしながらキャンプ場で、

将来の構想を話されていました。その時、ご自分の

身体のことは悟っておられたのでしょう。帰りにキ

ャンプ場のこれからに役立てて欲しいと２０万円の

寄付をされました。 

お若いうちから大病を患いました。当時の悪性腫

瘍ときけば、気は落ち込み免疫力は落ちるのが常道

です。それでも会社社長としてそんなことにめげて

はいられなかったのでしょう。それとも敬虔なる信

仰が神に届いたのでしょうか。その後、どれだけの

難病を患われたか。その都度、積極的に闘病されお

元気なお姿を見せてくださいました。その陰には、

献身的な明子さんがおいでであることは言うまでも

ありません。 

退職後のライフワークは、聖書を書写することで

した。それは叶わなかったですが、多くの教えを私

たちに与えてくださいました。 

毎年の納涼祭も原田家で老若男女楽しませていた

だきました。次年度も時近さんが見守ってくださっ

ている原田家で納涼会を予定しましょうか。 

時近さん、いろいろ教えてくださって仲良くして

くださって感謝です。ありがとうございました。神

の御許で私たち（那須ワイズ）を見守ってください。 

原田時近兄の共に           田村修也 

私は原田兄と惑星直列のような形で撮った写真が

あります。それは１９９７年６月２８日、那須野が

原ハーモニーホールを会場に開催された「財団法人

とちぎＹＭＣＡ那須ブランチ設立総会」の議事進行

中のものです。当時はまだカメラが普及途上にあっ

たことによるのか、記録の写真は貴重でした。写真

には設立総会の議長をわたしが担当して、原田兄が

設立旨意を提案しているものです。原田兄は決して

多くを語る方ではありませんでしたが、話さなけれ

ばならなくなると、驚異的な記憶力で、私たちを納

得させました。原田兄の書かれたものは、ＹＭＣＡ

関係でも、ワイズ関係でも、ギデオン関係でも、教

会関係でも殆ど残っていません。それだけに、原田

兄が書かれたものは大変貴重なものです。 

今回、原田兄の

召天を機に、

Ｙ・ワイズ関係

の資料を整理す

るなかで、ブリ

テン１９９７～

１９９８年度７

月月報№２４に、

「那須ＹＭＣＡ設立のことば」という原田兄の文章

が出て来ました。全文を紹介いたします。当時のワ

イズの会長は初代の安井武雄兄から２代一木慎司会

長に、副会長は河野順子姉と長谷川まち子姉、連絡
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主事は藤生 強兄でした。懐かしく思い出されます。 

「那須ＹＭＣＡ設立のことば」  

那須ＹＭＣＡ設立準備委員長原田時近 

 いよいよ、心待ちにした那須ＹＭＣＡが設立され

ます。今日まで多くの皆様が、設立の準備に関わっ

ていただいたことを、心から感謝いたしております。

ＹＭＣＡは世界１３０カ国において活動している、

世界最大の青少年団体です。世界各国では青少年の

教育のみにとどまらず、その地域で必要とされる国

際協力や福祉活動に携わるＮＧОとして国連におい

て承認された団体です。 

 栃木県においては１９７８年、宇都宮市にＹＭＣ

Ａが設立されました。現在、県南地区においては足

利市に足利ＹＭＣＡ、県北地区には塩谷町にキャン

プ場を所有し、同時に県央地区ではさくらんぼ幼稚

園での幼児教育、老人ホーム「マイホームきよはら」

での高齢者福祉事業と、すべての世代が共に生きる

ことができる社会を作っていくことを目指して活動

しています。 

 この度、那須ＹＭＣＡが設立されますが、とちぎ

ＹＭＣＡ設立当初より、県北地区にもＹＭＣＡ活動

拠点を置きたいという声がありました。青少年の育

成を様々な活動を通して多方面から行っている団体

は、ＹＭＣＡ以外多くはありません。その意味で県

北地区にＹＭＣＡが設立されることは、心待ちにし

たことでもあります。 

 現代社会は様々な問題が錯綜して現れています。

青少年に関わる問題も沢山あり、地域社会が力を合

わせて解決していくことが迫られています。ＹＭＣ

Ａをこの地に設立するに当たり、地域社会をより良

くしていくための拠点として利用していきたいと考

えています。ＹＭＣＡ活動は、その地域において必

要とされるものを行って行くということが大きな特

徴です。そしてこの活動はＹＭＣＡに集われる皆様

が、共に考え、共に語り合う事によって成り立ちま

す。その意味で設立されたＹＭＣＡを最大限にご利

用下さい。また、この活動を進めていくためには、

皆様の力添え抜きにしては成り立ちません。これか

らのＹＭＣＡの活動に対して、皆様のあたたかいご

協力とご支援をお願いし、那須ＹＭＣＡ設立の感謝

といたします。 

 卓越した先達である原田時近兄と共に歩んで来る

ことが出来ましたことを、心から感謝しております。 

原田さ～ん             鈴木 保江 

 私がまだ、高校生の時でした。穏やかにお話をさ

れるけど芯を付けて一番偉い人なのかなあ、とって

もダンディというのが第一印象でした。その時から

ずっと変わらず私に中では、ダンディお父さんでし

た。 

 いつも、前向きな考えでおられました。大変なこ

とも沢山あったかと思いますが、いつも乗り越え、

生き抜いてこられたでしょう。もちろん、明子さん

がそばに寄り添っていたことはだれもが目にしてい

たことでしょう本当にいつも二人三脚でした。 

 人は一人では生きていけません。周りにたくさん

の人がいてたくさん支えてくれます。間違った道も

導いてくれます。原田さだからこそ、多くの人が集

まり語らいができと思います。そんなお人柄が大好

きでした。最後まで生き抜くことの意味をたくさん

教えてくださいました。原田さんに教えていただい

た一つ一つを大切にしていきたいと思います。 

たくさんのありがとうを言いたいです。ありがとう

ございました。そして、お疲れさまでした。 

 ご冥福をお祈りいたします。 

原田ワイズとの思い出         村田 榮 

私が那須ワイズに転会して１０年。原田ワイズと

の思い出は、枚挙につきません。こわもてのする原

田ワイズが恐ろしく感じている私が関西出身と話し

た時に、滋賀に親戚があり、お父さまが伝道をされ

ていたようなことをお話になり、わたしとの近づき

の機会にしてくださいました。もう一つの思い出は、

メネットのことを「嫁はんとか紀美子」と呼び捨て

にしている時に、「村田さん、奥様のことは『紀美子

さん』と呼ぶように注意されました。私としては当

たり前のように読んでいたことを『紀美子さん』と

呼ぶようにと言ってくださった」ことは今も忘れま

せん。これからも注意をします。ありがとうござい

ました。 

告別式の時の凛とした遺影を拝見していますと、

「おい村田、塩谷キャンプ場に早く決着つけて、春

に桜が咲き、秋には実を結ぶ木々あるキャンプ場に

してくれ」と言っておられました。原田ワイズの願

いに応えるべく努力をいたします。 

いつも私たちに笑顔が絶えなかった原田ワイズの

ようになりたいと思います。 

原田メンとの思い出          藤生 強 

原田メンとメネットに初めてお会いしたのは『常

議員会』だったと思います。当時の常議員会はさく

らんぼ幼稚園の教室を会場に行っており、１９９２

年１月に入職した私は長机や椅子の設置など会場準

備をしていました。常議員会に出席される原田メン

はメネットとお二人でいらっしゃることもあり、よ

く覚えています。この頃は１９９３年開設を準備し

ていた「特別養護老人ホームマイホームきよはら」
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のために多く行われていました。 

１９９６年４月に那須ワイズの担当主事になって

からは、『那須ワイズ』そして『那須ＹＭＣＡ設立準

備会』と数多くお会いすることがあり、色々な助言

を頂きました。 

 塩谷キャンプ場の運営では、『塩谷キャンプ場運営

委員会』委員長としての助言はもちろんのこと、プ

ログラム開催の際はナスハウスへ端材を薪として貰

いに行ったり、宿泊棟（ログハウス）等整備の際に

は打合せをさせて頂きました。 

 私的には、ワイズはメンとメネットでの例会出席

も多いことから、妻も一緒に食事へ誘っていただき、

原田夫妻と４人で行ったこともありました。また原

田メンご自宅の庭にある露天風呂にも入らせて頂い

たこともありました。 

 思い返すと、ＹＭＣＡの、ワイズの、そして人生

の〝先輩〟として、多くの助言を頂き、多くのこと

を学ばせて頂きました。まだまだ学びたかったと思

いますが、天国で見守ってくださればと願います。

本当にありがとうございました。 

原田時近ワイズメンとの思い出    平山 雄大 

 私が那須ＹＭＣＡ担当として着任したのが２０１

８年度でした。当初は右も左も分からず、がむしゃ

らに活動や日々の業務を過ごしていました。初めて

那須ワイズの納涼例会に招いていただきました。那

須ワイズの納涼例会は時近ワイズメン宅で毎年開催

されており、オークションや食事会など楽しい時間

を過ごさせていただきました。その際に塩谷キャン

プ場の設立の経緯や時近ワイズメンのキャンプ場や

ＹＭＣＡへの熱い思いをたくさん聞かせていただき、

キャンプや活動への思いが大切であることを学びま

した。それからも例会などでお話をさせて頂く度に

現在のＹＭＣＡやキャンプ場の在り方について多く

のこと語っていただき、私自身もＹＭＣＡも考えな

くてはいけない問題でした。そのような問題が多く

ある中で今回時近ワイズメンが天に召されたとの訃

報を受け、心残りであっただろうと強く感じました。 

 時近ワイズメンの思いや志を忘れることなく塩谷

キャンプ場の今後について考え、原田さんに恥ずか

しくない働きをしていきたいと思っております。原

田さん、大変お疲れ様でした。 

原田時近兄を想う          田村 暁美 

敬愛してやまない時近さんが召されて、早くもひと

月になろうとしています。村田さんより原稿依頼を

受けてからも、ひと月になろうとしています。何と

も申し訳ないと思いつつ、今日に至り編集者にご迷

惑をおかけしてしまいました。お詫び申し上げます。 

 私が原田ご夫妻を時近さん、明子さんと親しくお

呼びするようになりましたのは、いつ頃のことなの

だろうかと振り返ってみましたが、「あの時」からと

言う鮮明な出会いは思い出せないでいます。きっと

主人が、若い頃からＹＭＣＡ、Ｙ’sメンズクラブ、

教会の地区青年会で共に活動していた、その延長線

上で自然に親しくさせて頂いてのことかと思うので

す。 

 初めて時近さんとお会いしたのは、ＹＭＣＡの行

事の時、リーダーとして皆さんの前で穏かな笑顔で、

高くひびくお声で、時に笑顔を交えながら、巧みな

話術でその場を盛り上げておられる姿でした。ひと

きわ目立つ存在でした。その後、ギデオンに入会し

てからは、毎月の例会会場としてご自宅をご夫妻

共々快く開放して下さり、２７年もの長い間親しく

お交わりをさせていただきました。感謝です。 

 私の知る限りでの時近さんは、企業人として、キ

リスト教信徒として、ＹＭＣＡ、Ｙ’ｓメンズクラ

ブ、ギデオンのメンバーとして、どの働きにも明子

さんを伴い、熱心に積極的に活動されておりました。 

 明子さんと言えば、妻として母親のように懐深く、

こまやかな愛情を持って仕えておられました。時に

は有能な秘書として、又、会社経営の常務として営

業に同席し、社長のお抱え運転手として、そして共々

に教会の強力な支え手として、ＹＭＣＡ、那須Ｙ’

ｓのメネットとして、ギデオン栃木北支部夫人会の

支部長として、熱心に協力を惜しまず参加してこら

れました。又、原田家は民宿よろしく、ご親戚のご

家族のみならず、よく客人を招いては心からのおも

てなしをされてこられました。更に遡ると、嫁とし

て舅、姑の介護、最期の看取り等タフにしなやかに、

ひたすら仕えてこられました。 

 又、ここ数年は時近さんが入退院を繰り返えされ

ておられましたので、御自身の身体をも顧みず、そ

れはそれは献身的な介護を貫かれました。私にはと

ても真似の出来ないことばかりです。時近さんの病

が最善に導かれるように、明子さんが倒れないよう

にと日々祈るばかりでした。 

 明子さんのこの強靭的な身体と精神力はと考えた

時に、ああ信仰の人に与えられた賜物なのだと思い

至りました。時近さんは片手に聖書片手に神様の選

び給うた伴侶に支えられて、９１年のこの世のかけ

がいのない馳場を立派に戦い抜き、決められた道を

走りとおし、信仰を守り抜きました。今や義の冠を

受けるばかりとありますように、見事なまでに神と

人に仕えた信仰者の生涯であったのだと思わされて

います。 
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 明子さん、お疲れさまでした。明子さんの新たな

歩みの上に、これまで同様にインマヌエルの主が、

全てを守り、支え、祝福へと導いて下さるようにと、

心からお祈りいたします。 

原田時近さんを忍んで        藤生 容子 

 ２５年ほど前、那須ＹＭＣＡ設立の準備をお手伝

いしていた時に初めて原田さんにお会いしました。

原田さんの印象は素敵な紳士『ダンディなおじ様』

でした。その横には素敵な奥様の明子さんがいつも

寄り添っておられ、まさに理想のご夫婦でした。 

夫はとちぎＹＭＣＡへの就職を機に、私は結婚を機

に栃木に移り住んだ私たち夫婦は、この頃「栃木に

骨を埋める」覚悟をし、マイホームを持とうと考え

ました。「木の家」や「ログハウス」に興味を持って

いたため、原田さんに「家」や「土地」などの相談

をさせて頂いたところ、快く受けて下さいました。

お忙しい中、塩谷や矢板などの土地や物件などを紹

介して下さり、現地見学も案内して下さいました。

ご自宅にもお邪魔し、なんと・・お庭の『露天風呂』

にも入らせて頂きました。原田さんに「気持ちがい

いから、ぜひ、入っていきなさい!」と勧められ〝原

田温泉〟を体験しました。露天風呂はまるで温泉旅

館の様で、リゾート気分を満喫させて頂きました。

残念ながら、その3ヶ月ほど後に夫の足利ＹＭＣＡ

への異動が決まり、その夢は叶いませんでしたが、

その時に原田さんご夫婦といろいろお話をしました。

「お父様が牧師であること」「満州から引き揚げて来

られたこと」「塩谷に住み始めたこと」「とちぎＹＭ

ＣＡのこと」など、ゆっくりとした口調で、時には

微笑みながらお話されたことが思い出されます。 

原田さんの生い立ちを聞くとクリスチャンホームで

育った私にも共感するところが多く、私の父親と年

齢も近いこともあって、亡き父と重なるところがあ

りました。もっと、たくさんお話をして、いろいろ

教えて頂きたかったなぁと悔やまれますが、原田さ

んと過ごした貴重な時間は私の大切な宝物となって

います。これからは天から微笑みながら、見守って

頂けたらと思います。 

原田さんとの出会い        村田 紀美子 

私が那須ワイズに入ったのは１０年前になるしょ

うか？夫は関西から（私の実家は那須ですが）の転

居になりました。夏休みやお正月に帰省することは

あっても、生まれも育ちも関西の夫にとって、那須

で生活することに私は不安がありました。はじめは

言葉がわからず戸惑ったようですが、地元にすぐな

じめたのはワイズのおかげと確信しています。 

そこでお出会いしたお二人が原田時近ワイズとメ

ネットの明子さんでした。いつも「時近ワイズの傍

らに明子メネットが、明子メネットの傍らに時近ワ

イズが」にこやかな笑顔をもっていらっしゃいまし

た。 

ワイズの重鎮でした。アジア学院の収穫感謝祭に

も、椅子にお座りになり、わたしたちのお願い（野

の草木の処理）にこころよく応じてくださいました。

時折「人使いが荒いなと」微笑みながら。 

那須ワイズにとっては、大切なお一人（大きな財

産）を失うことになりました。 

私たちは、時近ワイズの思いを大切にしながら少

しずつ前進しなければと思います。微力ながら明子

メネットの支えになれるよう…。 

 

西那須野幼稚園だより 

学校法人 西那須野学園 

西那須野幼稚園    

園長・理事長 福本 光男 

原田時近様を覚えて 

 幼稚園には野外活動センターがあります。東電原

発事故前までは、子ども達は、夏や冬のキャンプを

楽しんでいました。そこには、原田時近様にお世話

になりましたプレハブのフィールド・アクティビテ

ィ・ハウスとログハウスがあります。子ども達は恵

まれた自然のなかで、川遊び、宿泊、調理、アジア

学院の学生との夕食会、そして、キャンプ・ファイ

ヤー等の多様な経験や自然との関わりのよい機会を

体験することが出来ました。これらの建物の部材は、

時近様より寄贈していただき、福本治夫前園長の借

入金で建てたものです。 

 このアクティビティ・ハウスは、子ども達の活動

だけではなく、アジア学院のワーク・キャンパーの

宿舎としてもしばしば用いられました。そして、最

後はアジア学院の建て替え工事期間の学生寮として

活躍してくれました。 

 ログハウスの方は、時近様と前園長の記念の建物

として幼稚園に移築し、こひつじ保育園の地域子育

て支援事業の「リリー・ルーム」として、また、市

社協、こだま社会福祉士事務所、障がい児者父母の

会、そして児童発達支援センター・シャロームによ

る共催事業の「ケアラーズ・カフェ」として、地域

の大切な場を提供してくれています。 

 時近様には、幼稚園は前園長時代から有形・無形

にお支えいただきました。私も個人的にもワイズメ

ンズクラブ在籍中は大変お世話になりました。第二

次世界大戦下におけるキリスト教弾圧について、生
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き証人としてのお話をもう少し伺いたかったと存じ

ます。原田時近様の生前のご奉仕やご厚意に感謝し

ます。 

 

アジア学院たより 

学校法人 アジア学院      

アジア農村指導者養成専門学校 

校長 荒川 朋子 

原田さんの思い出 

原田時近さんは１９９８年より２０１２年５月ま

でアジア学院の監事を務めて下さいました。しかし

それよりずっと前のアジア学院の創立当初から、那

須ハウスを通じて建築、建物関連で大変お世話なっ

ていました。また塩谷一粒教会でアジア学院サンデ

ーの主日礼拝を持っていただいた時には、礼拝後に

学生や職員をお宅に招いて下さり、明子夫人と共に

とてもよい交わりを持ってくださいました。また毎

年秋の「収穫感謝の日」には那須ワイズメンズクラ

ブのブースにいつも笑顔でご参加下くださり、イベ

ントを盛り上げてくださいました。入学式、卒業式

にも明子夫人と共にできる限りご出席下さり、アジ

ア学院を愛し、学生たちをとても大切に思ってくだ

さっていることを常に感じておりました。 

原田さんに監事を務めていただいた期間の最後の

２年間は、私は事務局長を務めておりましたので、

毎年５月頃の監査の時には学院の財政状況について

話しあうこともありました。その時期のアア学院の

財政はとても厳しく、特に２０１１年３月には東日

本大震災の被害を受け、監事としてご心配なことも

たくさんあったと思いますが、あまり暗いことはお

っしゃらず、いつも前向きで明るく、希望をもって

学院の状況を見てくださり、私たちはとても励まさ

れました。 

当時一緒に監事をされていたのは故船津彰さんで、

監査の時にお二人でとても楽しそうにお話されてい

たのを思い出します。船津さんと原田さんのご関係

は存じ上げませんが、ＹＭＣＡ、キリスト者という

共通した背景をお持ちでしたから、共通の話題も多

かったのではないかと思います。今はお二人で天国

でアジア学院の経営について噂されているのではな

いかと思うと、私も自然と頬がゆるみます。いつも

笑みを絶やさず、どんな状況にも希望をもって臨む

原田さんのお姿からは、ご病気をいくつも乗り越え

られたこと、多くの困難を抱えていらしたことは想

像もできませんでした。全てを神様に委ねる深い深

い信仰があったからこそ、あのような温かい、愛に

満ちた態度が溢れるのではないかと思っています。

たくさんの愛情をありがとうございました。 

神様の御許で安らかにお休みになられますように。

心からお祈り申し上げます。 

 

 


